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環境色彩計測に おける視感測色の 妥当性





1． は じめ に
　東京都バ ス の車体塗色 と して 制定された赤 ・黄の ス トラ イプ に対 し環境色彩の 観点 か ら異論
が唱 えられ、その 改善運動の一環と して 1981 （昭和 56）年 「公共の 色彩を考 え る会」が発足 し
た 。 発案は（財旧 本色彩研究所の 有志、委員長は 当時東京芸術大学教授で あっ た故小池岩太郎氏
が就任 し た。以来 日本にお い て環境色彩 、特に 都市景観色彩へ の 関心 が 高ま り、各 自治体にお
い て 行政 に よる良好 な景観形成の ため の ガ イ ドラ イ ン作 りが盛 ん とな っ て い る。
　環境色彩は、その 構成要素で見た場合 、 空 ・山 ・海 ・湖 ・河川 な どの 自然 的要素 と 、 建築
物 ・構造物 ・橋 梁 ・道路な どの 人工 的要素に大別 され る。 また景観形成 の 視点 、 つ ま り見 られ
る場所 ・対象と観察者の 距離関係 に よっ て 、遠景 ・中景 ・近景に分け られる 。 遠景 は、景観 の
全 体像 と して 地域の 色彩構成 は把握で きる もの の 、細部は不明の 場合で ある。中景で は、個々
の 建築物 ・構造物の 色彩 と と もに 、隣接する景観構成物と の 関係 も把握 され る。 近 景は、建
築 ・構造物の 素材の形態 ・テ ク ス チ ャ ーな ど、細部に も目が むけられ る場合と な る 。 一般に環
境色彩は 、中景を中心 に考 える とされる。た だ し遠景 ・中景 ・近景につ い て 視点 と対象と の 距
離関係を定量化 し 、 共通 の 認識 とな っ た数値 は今の とこ ろな い 。
　良好な色彩景観計画 を策定するた め には 、対象とな る地域の 環境色彩の 現況 を把握 しなけれ
ばな らな い 。現況把握の た め には、対象環境の 測色が まず必要 とな る 。 測色 には 目視に よ らな
い 物理測色法と、目視 に よる視感測色法が あ る 。 た だ物理測色法は使用する機器 が高価で あ っ
た り、測色対象に機器 を密着させ て 測色する接触型の 測色器の 場合に は、河川 や 植え込み、あ
る い は フ ェ ン ス な どが 妨げに な っ て必ずしも対 象に 近づ け な い こ と もあ っ て 、多くの 場合 、 現
行の 測色で は色票 と対象と の 目視比較に よる視感測 色が主流とな っ て い る 。
　視感測色に よるデーター収集と解析の ため の 表色系 に は 、日本で はほ とん どの 場合、工 業規
格 と して の 「JIS　Z　8721色 の 表示法一三属性に よる色の 表示」に規定されて い る マ ン セ ル 表色
法 が 用 い られ て い る 。 こ の ため視感測色の 基準 となる色票には 、日本規格協会発行の 「JIS標
準色票』の ほ か 、各色票 に マ ン セ ル 参考値が付記 され て い る働日本塗料工 業会発行の 『塗料用
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標準色 見本帳』を使用するこ とが 多い ，こ の 場合、図
一 1左の よ うに対象と日の 問 に手で持 っ
た色票をか か げて 対象に重ね 、対象と色票 とがで きるだけ近似 ある い は 致 す るよう色票 を選
択す る 。 色票 の 数 は有限で あ るか ら （「JIS標準色票』1996年第 8 版で 2，163色 、 「塗料用標準
見本帳』1997年 U 版で 336色）、一致 しな い 場合は測定・者の主観で近似色票近傍の マ ン セ ル の





　． 撫 纛麟 磯
　　tt，　　 覊織糶 　 ・ ・飾
　　 ，寒
　環境色彩 の み えは、季節 ・天候 ・時問帯によ っ て刻々 と変化する。さらに視感測色 を実行す
る場合の 対象 と の 跪離も　一定で はな い 。従 っ て 対象と色票 との 目視比較 に よる マ ン セ ル 値の 推
定に は、誤差が伴 う。 しか し色票に よる景観測色の 基礎研究 は、松浦他に よる 「景観測色の 基
礎研 究 1 ・2 ・3 」（1日本色彩学会誌lVo1，2ユ， Supp．1997、お よび Vol．22，　Supp．1998）を見
る程度で 、まだ端緒 につ い た ばか りで あ ると い えよ う，
　本研究で は測色対象を無彩色 （臼 ・灰色 ・黒 ）に 限定 し、色票 との 比較で視感測色 した場合
に現 れる誤差の 特性の 検出を試み る 。
2 ．実験
2 ． 1　 被験者
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60歳代 、 40歳代の 男 了L各 1名、20〜30歳代の 女子 4名、計 6名
2 ． 2　 視感測色の た め の カ ラ ーサ ン プ ル




を起動、　 Epson　PM −5000Cイ ン
ク ジ ェ ッ トプ リ ン タ に よ り、墨色 10％ か ら100％ ま で 10％ き ざみ の 無彩色 lO段階を、　 A −3 サ イ
ズ Epson ス ーパ ーフ ァ イン専用紙 に各 2枚ずつ 印刷 し 、 これ を 5 皿皿厚の ス チ レ ン ボー ドに横 2
段に貼 り付け た464mm× 642mmの カ ラ ーサ ン プ ル 10枚 を用意 し た。各無彩色 サ ン プル に は 、裏面
に A − Jの ア ル フ ァ ベ ッ ト記号をラ ン ダ ム に記載 し て お く。　（図一 2 参照）
図一2
　なお プ リン ト紙 は ミ ノ ル タ製分光測色器 CM −1000によ り分光測色 し、蛍光増自剤 に もとつ く
短波長側反射特性の な い こ とを確認 して ある。
2． 3　 測色基準 とし て の 無彩色色票
　視観測色基準 とな る無彩色色票 は、日本色研 事業 1：探1か ら入 予 した マ ン セ ル 無彩色色票 Nl ．O
か ら N9．5まで 0．5％ き ざみ の 18段階を使 用、こ れ を75mm× 92mmに 半裁 し た もの を基準色票と し
て 、 3mmの ス チ レ ンボー ドに 、縦長の ロ の 字状に貼 り付け る （図一 2 、下段左 端）。
　各色票は マ ン セ ル 無彩色段階の 反射率が 保障されて い る と思 わ れ たが 、 念 の ため ミ ノ ル タ 製
測色器 CR −200 （刺激値直読タ イプ）に よ り測色、次の デ ータ 一ーを得た。
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　色票 を実現す るための 顔料 に は幾分の 有 彩色成 分 （こ の 場合マ ン セ ル 色相 H につ い て、RP
の ほか Y、GY 、　 BG ）が 含まれる ため、測色値 に は／の 前の 明度 V の 数値以外 に マ ン セ ル の H 、
Cの 値 が現れて い る。た だ彩度 C は い ずれ も0．5以下の ほ とん ど無彩色に近い 値をと っ て い るた
め 、測色 マ ン セ ル 値の 明度 V の値 をもっ て基準色票の 明度 と し、判定の基準値と して各色票の
横に記載 した。なお、入手 した無彩色色票の 裏面に は マ ン セ ル 明度値 が記載 されて い たが、そ
の うち N7 と N7 ．5の 差は、他の 色票に おけ る明度差 0，5段階に くらべ て 、一見 しただけ で もわ
か るほ ど接近 して お り （こ の ため N7．5と N8．0は離れて見 える）、必ず し も色票 は明度段階の 等
歩度性 を実現 して い な い よ うに思 われ る 。 測色値に お い て も上 の 数値に見え るよ うに、同様の
結果 が え られて い る 。 また 低明度の N3 ．5以下で は 、こ れ も上の 数値が 示すように 裏面の 記載
明度値 よ りも明るい傾 向に ある。したが っ て基準色票の 横に記載する明度基準値はすべ て 、色
票裏面に記載 されて い る マ ン セ ル 明度値に よらず、機器に よる実測値 を優先 させ た。
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2 ． 4　 測色場所
　夙川学院短期大学12号館 3階北面の バ ル コ ニ ーに 、東北東の方向に 30m の 距離をは さん で 、
西側に観測点 ：X、東側に カ ラーサ ンプル の 掲示点 ：Y を設定 した。　（図一 3参照）
図一3
2 ． 5　 日時
　1999年 9 月02日 （曇 天）、03日 （晴 天、一時 曇 天）、07日 （晴天）、08日 （晴 天）、09日 （晴
天）
　時刻は い ずれ も11 ：00〜14 ：00
2　 6　 実験手順
  Y 点で資料掲示者がカ ラ ーサ ン プ ル をラ ン ダ ム に 選択 し、これ を同じくY 点に設置 した掲
　 示台に、X 点の 被験者の 正面に 向けて垂直に ク リ ッ プで留 め る。　（図一 1右）
  X 点の被験者は、基準色票 をか か げて カ ラ ーサ ン プ ル と比較 し （図 一 1 左）、基準色票に
　　サン プ ル が一致す る と考えた場合は基準色票 に添付 された明度値 を、近似する場合には基
　 準 2色票間に内挿する こ とに よっ て 推定 される明度値 を台帳に記入 する 。
  被験者の 明度値記入 が終わ っ た段階で 、Y 点の 掲示者は掲示 した カ ラーサ ンプル 裏面の ア
　 ル フ ァ ベ ッ ト記号 を、ア ル フ ァ ベ ッ トカー ドに より被験者に伝達 し （図一 1 右）、被験者
　　は これ を明度値 とと もに台帳に記入 して お く。 1 試行10段階の カ ラ ーサ ン プル に つ い て 、
　 順次 こ れ を繰り返す。
なおカ ラーサ ン プル の明度に関す る予断 を排除する ため、すべ て の試行が終了する まで 、カ
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ラーサン プ ル の 明度値 は機器測定 をしな い で お く 。
　全試行 が終了 したの ち、基準色票の 測色 に 用い た測色機器 CR ，200で 、カ ラ ーサ ン プ ル すべ
て の測色 を行う 。 測色結果 は次の 通 りとな っ た 。
















　な お結果の 集計で は、 2 ． 3の 手順 と同 じ く、／前の 明度値をもっ て カ ラーサ ン プル の 明度
値 と した。
3．結果 と考察
3． 1　 6名の 被験者 よる試行28回の データ
　表一 1 に見 る よ うに 、 カ ラーサ ンプル の 視感測色結果は機器計測 に よる実測値を、 マ ン セ ル
明度値で 平均 し て O．3ポイン ト高 く評価する傾向が見 られた。た だ表 一 1 をグ ラ フ化 した図一
4 で 見る と、両端の 最高明度 ・最低明度色の 視感測色値は比較的安定 した値とな っ て い る こと
が わか る 。 これ は明 ・暗両極の カ ラ ーサ ン プル は比較的判別 し や すく、これ らの サ ン プ ル に 被
験者が 与え る上 限 ・下限の明度値が一定 しやすい傾 向に あるこ とを示す と考 え られ る 。 た だ し 、
こ れ らの 両端の データ を除外 し た場合の 視感測色値 と機器測色値の 差の 平均 が、今回の 試行 に
おい て依然十〇．29≒ 十〇．3で ある こと を考慮する と、無彩色 に つ い て は 、平均的な視感測色に よ
る マ ン セ ル 明度値か らO．3ポイン トを調整値 と して マ イナス した値が 、測色対象の 妥当な マ ン
セ ル 明度値 と推定 され る 。
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表 一1
No ，日付 天候 測定者 ADH 」 B1FCGE
19 ．2 曇 u9 ．49 ，08 ．57 ．76 ．55 ．45 ．03 ．72 ，82 ．5
29 ．2 曇 V9 ．19 ．18 、57 ．75 ．95 ，54 ．53 ．12 ．82 ．4
39 ．2 曇 u9 ，49 ，08 ．07 ．76 ．35 ．35 ．02 ，72 ．52 ．4
49 ，2 曇 V9 ．18 ．68 ．57 ．26 ．65 ．14 ．54 ．02 ．72 ．4
59 ．3 晴 V9 ．08 、58 ．57 ．66 ．35 ．44 ，53 ．42 ，82 ，3
69 、3 晴 u8 ．58 ．88 ．2736 ．05 ．55 ．52 ．82 ．82 ．4
79 ．3 晴 V8 ．78 、48 ，56 ．85 ，35 ，44 ．43 ．62 ．92 ．2
89 ，3 晴 u9 ．49 ，57 ．97 ．26 ．46 ．36 ．24 ．32 ．82 ．4
99 、3 晴 V9 ．48 ．67 、76 ．86 ．85 ．O4 ．43 ．33 ．o2 ．3
109 、3 晴 u9 ．59 ．48 ．17 ．56 ．45 ．34 ．83 ．72 ．92 ．3
119 ．3 晴 u9 ．49 ．58 ．27 ，46 ．75 ．44 、94 ．o3 ．32 、4
129 ．3 晴 V9 ，18 ，58 ．57 、5635 ，04 ．53 ．42 ．92 ．3
139 ．7 曇 W92848 ．07 ．O6 ．46 ．24 ．73 ．52 ，82 ．0
149 ．7 罍 X8 ．87 ．26 ．86 ．85 ．45 ．14 ，33 ．73 ．12 ．5
159 ．7 曇 W9 ．28 ，08 ，27 ．25 ．65 ．25 ，23 ．43 ．52 ，2
169 ．7 曇 X8 ．88 ．37 ．16 ．36 ．O5 ．05 ，03 ．93 ，12 ．3
179 ．8 晴 Y9 ．18 ．88 ．66 ．97 ．O5 ．05 ．33 ．92 ．52 ．1
189 ．8 晴 Z9 ．19 」 8．77 ，86 ．O4 ．84 ．24 ．03 ．22 、0
199 ．8 晴 Y8 ．58 ．78 ，37 ρ 5．95 ，05 ．O4 ．73 ．52 、5
209 ．8 晴 Z9 ．29 ．18 、27 ．17 ．15 ．45 ．24 ．33 ．22 ．4
219 ．9 晴 V9 ．29 ．18 ，27 ．05 ．85 ．14 ．53 ．82 ．92 ，3
229 ．9 晴 u9 ．59 ．19 ．47 ．66 ，66 、34 ．53 ．72 ．82 ．3
239 ．9 晴 V9 ．48 ．98 ．57 ．06 ．06 ．04 ．53 ．93 ．12 、4
249 ．9 晴 u9 ．59 ．27 ．98 ．46 ．64 ．44 ．53 ．73 ．32 、3
259 ．9 晴 u9 ．59 ．18 ．47 ．16 ．06 ．04 ．53 ．62 ．92 ．3
269 ．9 晴 V9 ．19 ．18 ．77 ，56 ．05 ．14 、53 ．63 、22 ．3
279 ．9 晴 u9 ．29 ．28 ．57 ．66 ．65 ．54 ．53 ．62 ．92 ．3
289 ．9 晴 V9 ．19 ．18 ，47 ．96 ．34 ．95 ．03 ．83 ．32 ，4
平均 9．2B ．88 ．37 ．36 ．25 ．34 ．83 、73 ．02 ．3
平均一計測値 O、40 ．40 ．5O ．40 ．2O ．τ 0．30 ．20 ．20 ．5
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3 ， 2　個人差の 問題
　 2名の 男性被験者は 、 晴天 ・曇天 をふ くめて それ ぞれ 10回ずつ 、同 日に 同数の 試行をお こ
な っ て い る （表一 2）。なお晴天 はカ ラ ーサ ンプル に直射 日光が照射されて い る場合、曇天 は
上記 2 ． 5 項 目の 時間帯にお い て雲で さえぎられた昼光が照射 されて い る場合で あ る 。
表一2
No．日付 天候 測定者 ADHJB2FCGE
19 ．2 曇 u9 ．49 ．08 ．57 ．76 ．55 、45 ．03 ．72 ，82 ．5
39 ．2 曇 u9 ．49 ．08 ．07 ，76 ，35 ．35 ．O2 ．72 ．52 ．4
69 ．3 晴 u8 ．58 ．88 ．27 ．36 ，05 ．55 ．52 ．82 ．82 ．4
893 晴 u9 ．49 ．57 ．97 ．26 ．46 ．36 ．24 ．32 ．82 ．4
109 ．3 晴 u9 ．59 ．48 ．17 ．56 ．45 ．34 ．83 ．7292 ．3
119 ．3 晴 u9 ．49 ．58 ．27 ．46 ．75 ．44 ．94 ．O3 ．32 ．4
229 ．9 晴 u9 ．59 ，19 ．47 ．66 ．66 ．34 ．53 ．72 ．823
249 ，9 晴 u9 ．59 ．27 ．98 ，46 ．64 ．44 ．53 ．73 ．32 ．3
259 ．9 晴 u959 」 8．47 ．等 6．06 ．O4 ．53 ．62 ．92 ．3
279 、9 晴 u9 ．29 ．28 ．57 ．66 ．65 ．54 ．53 ．62 ．92 ．3
平均 9．39 ．28 ．37 ．66 ．45 ．54 ．93 ．62 ．92 ．4
平均一計測値 O．5O ．80 ．5O ．70 ．40 ．30 ．40 ．10 ．10 ．6
29 ．2 曇 V9 ．19 ．18 ，57 ．75 ．95 ．54 ．53 ．12 β 2．4
49 ．2 曇 V9 ．18 ．68 ．57 ．26 ．65 ，14 ．54 ．02 ．72 ，4
59 ．3 晴 V9 ．08 ．58 ．57 ．66 ．35 ．44 ．53 ．42 ．823
79 ．3 晴 V8 ．78 ．48 ．56 ．85 ．35 ．44 ．43 ．62 ．92 ．2
99 ，3 晴 V9 ．48 ．67 ．76 ．86 ．85 ．04 ，43 ．33 ．02 ．3
129 ．3 晴 V9 ．18 ．58 ．57 ，56 ．35 ．04 ．53 ．42 ．92 ．3
219 ．9 晴 V9 ．29 ．18 ．27 ．05 ．85 ，14 ．53 ，82 ．92 ．3
239 ．9 晴 V9 ．48 ．98 ．57 ．06 ．06 ．04 ，53 ，93 ．12 ．4
269 ．9 晴 V9 ．19 ．18 ．77 ．56 ．05 ．14 ．53 ．63 ．22 ．3
289 ．9 晴 V9 ．19 ．18 ．47 ，96 ．34 ．95 ．o3 ．83 ．32 ．4
平均 9．18 ．88 ．47 ．36 ．15 ．34 ．53 ．63 ．02 ．3
平均一計測値 0．3o ．4O ．60 ．40 ．10 ．1O ．00 ．10 ．20 ．5





　こ の 表に よれば、視感測色 と機器測色の マ ン セ ル 明度値の差 は 、 被験者 V の 平均値十〇．27に
くらべ て高齢の 被験者 U は十〇．44と高 くまた、特 に 中明度 以上の 差の 平均値で は 、V が十〇．36、
U が十〇．58とな っ て お り、差が大 きくな る傾向が見られ る。環境の 視感測色に おける測色値 の
個人差 は、こ の よ うに年齢や測色対象に よっ て も現れ るとい える 。 した が っ て 環境測色 の 正 確
さを期す るに は、少数の 被験者 に測色 をゆだ ね る場合で あれ多数に よる場合で あれ、事前の 多
くの 試行 と、誤差の 特性 か ら得られた被験者集団の 調整値 によ る調整を経た測色値 を求め る方
法が考え られ る。 3 ． 1に おける一〇．3ポ イン トの 調整値 は 、 後者の方法に よ る と い え る。た
だ現行の 環境測色の 多くは、少数の （多くて も2〜3人の ）被験者 と少数の 試行回数 に よ りお
こ なわれて い る の が実状 と考え られ 、 調整値に よる修 正 デ ータ が使用 された例は聞か ない 。
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緒方 ・野澤 ：環境色彩計測に おける視感測色 の 妥当性一無彩色の 場合一
4． まとめ
環境色彩計測 に おい て 無彩色 の視感測色 をお こな っ た場合の 実験か ら、次の 点が示唆 された 。
  　無彩色 の視感測色に お い て は、測色結果と し て の マ ン セ ル 明度値はやや高め に評価され
　　る傾向が み られた 。 今回の 実験で は 、その 平均値は 十〇．3ポイ ン トで あっ た 。
  　視感測色結果 を個 人別にみ てみ る と、その値は被験者に よ っ て異な り、無彩色の 高明度
　　領域にお い て大き くな る傾 向がみ られた。
5 ．今後 の課題
　以上 の 結果 と考察か ら、環境色彩の 視感測色 によ る計測にお い て正 確さを期す るた めに は、
被験者 （個人で あれ、集団で あれ）に現 れ る測色誤差の 特性に もとつ い た 調整値の 導入 を検証
する必要が あると考 えられ る。特に今回の 実験で 得 られた調整値一〇．3ポイ ン トの 妥当性は、
次回の検討課題と した い 。
　また今回の 実験で は晴天 と曇天 にお ける測色試行 が十分 おこ なえず 、 値の差の検証 には い た
らなか っ た 。 また測色基 準色票の サ イズ を 2
°
視野程度 に小 さく して試行 した場合、あるい は
季節に より日照角度が変化した場合な ど、無彩色に限 っ て もまだ多 くの 検討課題が残 されて い
る 。 な お集計に当た っ て は 、有彩色に よ る実験へ 発展 する こ とを考慮 して、カ ラ ーサン プル と
基準色票 との 視感測色値の差を、 Lab空間の 色差 と し て 数値化 し て ある。
　謝辞 ：本実験の 遂行に あた っ て は、 ミ ノ ル タ株式会社の 村上三次郎氏 （日本色彩学会理 事 ・
関西支部長）より測色機材 の 提供、色差算出に あた っ ての マ ン セ ル 値か らLab 値へ の 変換手順
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視感測色 の 実際に つ い て助言をえた 。 記 して謝辞 と い た し ます。
　なお本研究 に使 用 した ミ ノ ル タ製測色器 CR −200は、平成 10年度夙川学院短期大学研究特別
助成金に て購 入 し た もの で ある。
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